
必要に応じて、たたき台をインスト

ラクターに制作してもらい、検討会を

することもあります。最近は少なくな

りました。 

本会報は、①ニュース（お知らせ） ②研究小論文紙（ミニ論文紙） ③支部ニュースの三本立てとなっております。

今回は、講演活動をシステム化し、インストラクター間で共有し協同している青森県支部について、支部長 本間さん

から紹介していただきます。 

青森支部 “青森モデル” の紹介 
子どものネットリスク教育研究会専門委員会 
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 これまでの活動の広がりもあり、子どものネットリスク教育研究会の支部設立の動きが加速しています。今後、全国各

地に支部ができることを期待しています。本号では、３年前にも一度紹介しましたが青森支部での活動と青森支部の講

演体制について紹介します。青森では 2018年 2月に青森市で THInetの養成講座を行い、7名のインストラクター

が誕生しました。 

【編集後記】前回の発行から間が空いてしまいました。久しぶりの会報をお届けします。現在、本会は青森県

支部、埼玉県支部(休止中)、群馬・栃木・新潟連合支部が設立されております。そして、鹿児島県支部が 3月

上旬に誕生しました。各支部の特徴や活動の紹介などをニュースとして掲載していきますので、どうぞお楽し

みに！ 

まずは鹿児島県支部に取材に伺いたいです！  

 

 

青森モデル！ 講演体制の仕組み 

 

依頼団体 

 

子どものネット 

リスク教育研究会 

青森支部 

 

認定インストラクター 

子どものネットリスク教育研究会青森支部として、講演依

頼を受けます。担当者と時間や場所・内容について、支部長

本間と依頼団体担当者が打ち合わせをします。 
打合せ 講演依頼 

教材検討 対応者依頼 

日時や内容等の条件を、インストラクター全員にメールを

送付し周知します。「対応できる人が対応する」を原則に対応

する人がいない場合は断ります。 

講演実施 

現体制で講演を受けるようになって、３年が経とうしています。

現在では青森県教育厚生会様の支援もあり、年間で 30～40 件程

度、青森支部として講演を受けています。（コロナ前は 50件超えで

す！）嬉しいのはリピーターが多いことです。「昨年の話が良かった

ので、今年も聞きたい」「転勤する前にお話を聞いてよかったから、

新天地でもやりたい」といったお声もよく聞きます！ 

青森県支部は元々、大谷先生が弘前大学におられた経緯もあり、土台がかなり出来上がっていました。各地の認

定インストラクターの皆さん、まずは地域で THInet の養成講座を行い、地域で講演活動ができる人を増やすこと

がステップ１です。予算面で心配であれば、弊会も所属している Grafsec という団体の支援事業が使えるかもし

れません。支部設立についての御相談は、本間と代表までお願いします！ 


